
（県連－様式５）

H29 H30 R1 R2

一般事業主行動計画を策定した事業所の計画内容の遂行やえるぼし・くるみん認定取得につなげるための支援が必要である。
求職者と事業者のマッチング手段や事業者間における人材共有について、情報収集に加え、全国の事例について研究を行う必要がある。

４．今後の対応方針（改善点）

一般事業主行動計画策定支援を通じて、職場の就業環境の改善や女性の登用、人材の定着を高める。
多様な人材の活用や求職者と事業者のマッチング手段ならびに事業者間における人材共有の仕組みについて事例研究を行う。

〈コスト縮減に向けた具体的な取組内容または取り組んでいない理由〉

新型コロナの影響により、直接の企業訪問が難しい時期には、電話やメールでの情報収集を行い、効率的かつ効果的な企業訪問のための準備を行った。また、会議や研修会ではオンラインを
活用し、時間と旅費の縮減を図った。求人事業者と求職者の新たなマッチングや事業者間の連携による人材共有の仕組みづくりについての情報収集については、コストをかけずに取り組むこと
ができた。

２．総合評価・理由   A（順調）３つの観点の評価結果が すべてa判定の場合   B（概ね順調）Ａ、Ｃ以外の場合   C（改善が必要）３つの観点の評価結果がｃ判定２つ以上の場合 Ｂ

新たな従業員の確保と職場定着を図るために、一般事業主行動計画策定支援や、くるみん・えるぼし認定支援等を行い、県内企業における女性活躍・両立支援の取組の推進に寄与した。
商工会ならではの人手不足対策について、調査研究を進めたほか、健康経営の普及促進に寄与した。

３．課題

【有効性の観点】　事業目標の達成状況                                          【取組評価】の有効性が　a（すべてa判定の場合）　　ｂ（a,c以外の場合）　　ｃ（ｃ判定6割以上の場合） b

〈事業の目標は達成されているかどうか〉

一般事業主行動計画策定件数や推進員の企業訪問件数は目標を上回ったほか、支援先企業がえるぼし・くるみん認定の取得に至るなど、女性活躍・両立支援の普及啓発に寄与していることで
事業の有効性は高い。また、求人事業者と求職者の新たなマッチングや企業間の連携による人材共有の仕組みづくりについての情報収集を実施したほか、事業者に対する健康経営の普及を
実施した。

【効率性の観点】　コスト（金銭・時間・人材）縮減のための取組状況       【取組評価】の効率性が　a（すべてa判定の場合）　　ｂ（a,c以外の場合）　　ｃ（ｃ判定6割以上の場合） a

【事業評価】

１．３つの観点からの評価

【必要性の観点】　現状の課題に照らした妥当性                               【取組評価】の必要性が　a（すべてa判定の場合）　　ｂ（a,c以外の場合）　　ｃ（ｃ判定6割以上の場合） a

〈評価の理由〉

新型コロナの影響による経済環境の変化を踏まえ、働き方や雇用の安定に寄与するため、一般事業主行動計画を通じた女性活躍・両立支援や健康経営の普及など、働き方改革の推進は必要
である。

達成度 - a a a a達成度 - a a a a

達成率達成率 - 114% 123% 165% 192%

達成度

達成率 - 116% 124% 132% 105%

実績 - 1,395件 1,491件 1,588件 1,254件実績 - 98件 197件 198件 192件

目標目標 - 86件 160件 120件 100件

実績

目標 - 1,200件 1,200件 1,200件 1,200件

年度 H29 H30 R1 R2 R3年度 H29 H30 R1 R2 R3年度 H29 H30 R1 R2 R3

指標名 一般事業主行動計画策定等件数 指標名 推進員の企業訪問件数 指標名

評価指標と実績　　　達成度：　a（達成率が100％以上）、b（100％未満80％以上）、ｃ（80％未満）

取組コード 111 取組コード 111 取組コード

Ｂ114 商工会ならではの人手不足対策の推進

令和元年度に実施した「人手不足等に関する実態調査」及び「人手不足対策研究会」をもとに、人
手不足支援策を整理したことに加え、求人事業者と求職者のマッチングや事業者間の人材共有の
仕組みづくりについての情報収集を実施した。また、人手不足対策として、健康経営を推進するた
め、各商工会へ健康づくりアドバイザーを設置した。研修会によりアドバイザーの養成を行い、事業
者への意識啓発188件につなげた。

a b a

総合評価

111 あきた女性活躍・両立支援センター事業の推進

推進員による企業訪問及び専門アドバイザー派遣を着実に実施し、一般事業主行動計画策定支援
180件（女活法83件、次世代法97件）、えるぼし認定申請支援2件、フォローアップ10件を行った。支
援先企業のうち、えるぼし・くるみん認定を各1社が取得した。また、支援ツールとして、支援先企業
の取組事例を掲載した「女性活躍・両立支援ガイドブック」を作成・発行した。

a a a Ａ

新たな従業員の確保と職場定着を図るために一般事業主行動計画策定支援や、えるぼし認定支援を行うとともに、女性活躍・両立支援の啓発や企業ニーズの収集を行った。
新型コロナの影響による経済環境の変化を踏まえ、ポストコロナ時代の働き方や雇用の安定に寄与するため、事業者の実態を把握している商工会ならではの人手不足対策を推進する必要が
ある。事業の生産性向上と雇用の安定を図るため感染症対策や経営者及び従業員の健康づくりの意識啓発が必要である。

４．昨年度の評価（対応方針）に対する対応

新たな従業員の確保と職場定着を図るため、一般事業主行動計画策定等の取組を支援するほか、求人事業者と求職者の新たなマッチングや事業者間の連携による人材共有の仕組みづくりに
ついての調査研究を行う。新型コロナにより健康に対する意識が高まっていることを機会として、事業者の健康経営を推進するための推進役となる職員を養成する。

【取組評価】

取組コード 取組 実績 必要性 有効性 効率性

３．これまでの評価結果 過年度 - Ａ Ａ Ｂ

関係機関との連携強化による課題解決力の向上

【事業内容】

１．事業実施当初の背景

少子高齢化を背景とした労働力人口の減少による人手不足は、商工会地域において特に顕著であり、小規模事業者の実態を踏まえた対策が喫緊の課題となっている。

２．事業のねらい

国・県が推進する女性活躍と両立支援に係る相談をワンストップで行う「あきた女性活躍･両立支援センター」を県連合会に設置し、ワーク・ライフ・バランスの取組を推進するとともに、小規模事
業者の労働実態に則した人手不足対策を講ずることにより、事業者の経営力強化を図る。
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